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１．はじめに 

土砂災害対策は，土砂災害防止工事等のハード対策と併せて，警戒避難体制の整備等のソフト対策の充実が行

政，学識者，技術者等においてなされている一方で，災害発生の突発性，避難判断の難しさ等の様々な要因によ

り，毎年土砂災害により多くの人命が失われている． 

このような状況下においては，土砂災害による被害を軽減するため，専門的な知見や技術を有する行政，大学，

技術者がより実務的なレベルで連携を図り，地域に在する市民の視点で対策を実現することが必至である． 

そこで本研究では，住民防災組織，行政，大学，土木技術者の連携による減災リテラシー向上のための取り組

みを行った．具体的には，神奈川県横浜市域を対象とした都市部での斜面災害に対するクロスロードゲーム1)の

試行である． 

本稿では，都市部特有の課題をふまえて試行したクロスロードゲームの概要と今後の可能性について述べる． 

２．クロスロードゲーム土砂災害都市部編 

クロスロードは，防災に関する困難な意思決定状況を素材とすることで，決定に必要な情報･前提条件につい

て理解を深めるとともに，多種多様な関係者が互いの価値観の同異に気づくこと，さらに，それを乗り越えて合

意を得ることを狙って開発された1)．クロスロードの代表的な設問内容は，阪神淡路大震災における神戸市等，

被災の中心地でのジレンマの事例を題材に作成されている． 

土砂災害を対象としたクロスロードは，岩手県立大学の学生らにより釜石市松原地区を対象とした「クロスロ

ード（県立大編）」が実施されている2)．本研究では，横浜市域における土砂災害，特に斜面災害を対象とした

設問を設定したが，都市部編の意義は，中山間地ではなく政令指定都市に代表される住宅密集地を対象としたこ

とにある． 

都市部における斜面災害の評価については，國友ら3)によると急速な市街地の形成に伴う偏った年齢人口の構

成と急速な高齢化，災害体験の不足など，社会学的な防災上の問題が指摘されている． 

また，近年の都市化の進展による隣近所のつながりの希薄さ，様々な社会的役割を有する組織，個人が非常に

狭い空間を共有することの困難性等から，地域防災を推進する上でのリスクコミュニケーションは大きな壁とな

っている4)． 

表１ 設問内容 
フェーズ テーマ 

平常時 地域住民：所有地内斜面の維持管理，土砂災害警戒区域内の不動産物件の購入 
砂防行政：土砂災害警戒区域指定に関わる住民とのリスクコミュニケーション 

災害警戒期 
自治体：土砂災害警戒情報と警戒避難 
地域住民：夜半に発令された避難勧告の災害時要援護者避難 

災害発生後 土木技術者：発災直後の現場巡視と家族の安否 
そこで本研究では，関係者が一同に介し，それぞれの立場における都市部での豪雨による斜面災害を対象とし

たクロスロードの設問設定を行った．設問の設定にあたっては，日頃感じている斜面災害に対する悩みや問題意

識について議論を行い，ジレンマを抽出した．設問内容の一例を表１に示す．設問は，様々な立場を想定し，平 
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常時から災害警戒期，災害発生後までを対象に設定した． 

３．横浜市域と対象としたクロスロードゲームの試行 

横浜市は，人口368万人，158万世帯，人口密度8,417人／km2，面積437.38km2，神奈川県内では川崎市についで

の人口密集地域である5,6)．市内は，18の行政区に分割されており，地勢は沿岸部と内陸部で大きく異なる．市内

には，1,445箇所の急傾斜地崩壊危険箇所を有している7)． 

設定した設問を用いて，クロスロードゲームの試行ワークショップを行った． 

ワークショップは，土木学会地震工学委員会「市民の視点で地震防災を考える小委員会」の主催によるワーク

ショップの一環として行われたものである．ワークショップでは，全５テーマで地域インフラや避難所運営など

様々な視点で実施されたもので，筆者らはその１グループとして「横浜市の斜面災害の危険性と対策の課題」を

テーマに実施した． 

日時：2010年12月5日（日）14：50～17：30 会場：神奈川大学 横浜キャンパス 

参加：コーディネーター・神奈川大学1名，防災塾だるま5名，神奈川県2名，土木技術者3名 

ワークショップでは，まず砂防行政から，

斜面災害に関わる事業概要を，土木技術者よ

り対策工法について説明を行った．クロスロ

ードゲームの試行では，所有地斜面の維持管

理に関する設問に対して「周辺住民に憩いの

場として親しまれていても自分で維持管理で

きないのであれば工事の申請を行うしかな

い」「景観よりも安全を重視したい」「維持管理の経済的・体力的負担が現実問題として不可能」といった意見

の一方，「工事を反対する住民に手伝いを依頼し維持管理をする方が住民のためにも所有者ためにもなるのでは

ないか」との意見があった． 

この結果，土砂災害都市部編の試行を通じて，参加者間で一定の意見交換がなされ，住民，行政，大学，土木

技術者が連携した取り組みの第１歩となった． 

４．おわりに 

本研究では，都市部特有の防災課題に着目し，クロスロードゲームを試行した．ワークショップのまとめとし

て今後望まれる対応として，「技術者は情報を積極的に発信し，住民へのインターフェースとして行政に活躍し

てもらう．」「地域の人は地域をよく知っている．技術者は対策の知識がある．行政は全体を俯瞰して見られる．

それぞれの得意分野を活かして，情報をおしまず出し合って，話し合うことが必要．」との意見が得られた． 
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